
ベタ

乗
坪
史
研
完

第
三
巻

第
三
胱

明
と
琉
球
と
の
開
係
に
つ
い
て

昭
和
十
三
年
二
月
醍
行

三

　

國

　

谷

宏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　

洪
武
五
年
（
１
３
７
２
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）
明
の
太
阻
行
人
楊
載
を
遣
し
て
琉
球
を
握
撫
ぜ
し

や

　

同
年
琉
球
國
中
山
主
察
度
は
弟
泰
期
を
派
し

て
明
に
入
貢
せ
し
め
た
。
明
と
琉
球
と
の
公
の
交
渉
は
此
時
に
始
ま
り
、
茲
に
琉
球
が
明
の
朝
貢
國
た
る
政
治
的
開
係
が
結
ば
れ

た
。
一
方
琉
球
は
ま
た
古
く
よ
り
日
本
と
交
渉
あ
り
、
後
述
の
如
く
目
本
に
對
し
て
も
従
属
的
な
政
治
的
開
係
を
結
ん
で
ゐ
た
と
思

は
れ
る
。
足
利
幕
府
衰
亡
後
暫
く
日
本
と
の
開
係
は
中
絶
し
て
ゐ
た
や
う
で
あ
る
が
、
慶
長
十
四
年
（
１
６
０
９
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）
島
津
氏
が
大

雄
し
て
琉
球
を
征
服
し
そ
の
王
恂
寧
を
檎
に
し
て
薩
摩
に
件
ひ
還
り
、
爾
来
琉
球
は
島
津
氏
の
支
配
を
受
け
事
賓
上
の
領
土
と
な
っ

た
。
然
か
も
明
と
の
開
係
に
は
愛
更
な
く
、
明
朝
覆
滅
後
は
引
続
き
清
朝
の
朝
貢
國
と
な
り
依
然
薩
摩
に
服
腸
し
た
。
こ
の
雨
属
の

開
係
は
明
治
初
期
琉
球
が
完
全
に
目
本
の
一
瓢
と
た
る
ま
で
檀
続
し
て
ゐ
る
。
今
便
宜
上
目
琉
瀾
係
と
切
離
し
て
先
づ
明
琉
開
係
を

考
へ
、
つ
い
で
日
琉
関
係
を
見
る
こ
と
ｘ
す
る
。

　
　

①

　

楊
載
潰
使
を
洪
武
二
年
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
明
ら
か
に
誤
で
あ
る
。
中
山
世
鑑
、
武
藤
長
手
著
西
南
文
運
史
論
所
牧
『
琉
球
の
史
的
管
見
』

１

　

-
-



J66

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ

　

明
の
太
祖
が
中
國
を
平
定
す
る
や
四
方
に
使
臣
を
派
し
て
威
を
中
外
に
輝
か
し
版
圖
の
廣
大
を
誇
っ
た
。
琉
球
に
對
し
て
も
洪
武

五
年
楊
載
を
這
し
て
招
撫
せ
し
め
た
。
琉
球
國
中
山
王
察
炭
は
こ
れ
に
剔
じ
て
直
ち
に
泰
期
を
派
し
て
入
貢
せ
し
め
た
。
か
く
て
明

に
對
す
る
琉
球
の
朝
貢
開
係
は
始
ま
っ
た
。
常
時
琉
球
に
於
て
は
中
山
・
山
南
・
山
北
の
三
山
鼎
立
し
抗
争
し
て
居
り
、
中
山
は
最
も

優
勢
で
あ
っ
た
。
察
度
が
直
ち
に
明
の
招
撫
に
彪
じ
た
に
っ
い
て
は
こ
の
三
山
分
立
抗
孚
の
舷
態
に
あ
っ
て
明
と
開
係
を
結
ぶ
こ
と

に
よ
っ
て
更
に
有
利
の
地
位
を
占
め
ん
と
し
た
こ
と
も
一
因
と
考
へ
ら
れ
る
。
洪
武
十
六
年
（
１
３
８
３
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）
太
阻
は
内
使
監
丞
梁

民
及
び
恂
佩
監
奉
御
路
謙
を
遣
し
て
三
山
和
抗
孚
す
る
を
止
め
よ
と
の
詔
を
資
ら
し
、
同
時
に
鍍
金
銀
印
を
賜
予
せ
し
め
た
。
こ
の

鍍
金
銀
印
と
は
如
何
た
る
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
ふ
に
『
中
山
世
鑑
』
に
「
鍍
金
銀
印
と
申
す
は
爾
来
代
々
國
王
の
御
貨
物
と
成
て

大
明
や
日
本
な
ど
へ
往
来
の
表
文
に
押
す
金
印
是
也
」
と
あ
り
、
後
の
こ
と
で
は
あ
る
が
『
皇
朝
文
献
通
考
』
に
「
賜
以
鍍
金
銀

印
ヽ
文
曰
琉
球
國
王
」
と
あ
る
。
明
ら
か
に
國
王
の
印
１

０
で
あ
る
。
さ
き
の
楊
載
の
招
撫
を
に
て
直
ち
に
琉
球
國
王
の
冊
封
な
り
と

す
る
匹
も
あ
る
が
、
詔
論
に
琉
球
國
王
乃
至
中
山
王
の
文
字
も
た
く
冊
封
の
儀
式
は
勿
論
な
か
つ
た
か
ら
必
ず
し
も
冊
封
と
篤
し
難

い
・
鍍
金
銀
印
が
國
王
の
印
璽
で
あ
る
以
上
寧
ろ
こ
の
印
璽
賜
予
を
以
て
事
賓
上
の
冊
封
と
見
る
方
が
爰
富
で
あ
ら
う
。
察
度
の
子

武
寧
の
時
に
至
っ
て
冊
封
の
儀
疆
が
行
は
れ
、
冊
封
の
制
が
成
立
し
た
。
印
ち
永
察
元
年
（
１
４
０
３
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）
中
山
王
世
子
武
寧
は
姪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③

三
吾
良
亮
を
遣
し
て
入
貢
し
、
成
組
の
即
位
を
慶
賀
し
父
察
炭
の
訃
を
告
げ
襲
封
を
請
は
し
め
た
。
三
吾
良
一
畳
等
が
京
師
に
到
っ
て

使
命
を
果
し
た
の
は
翌
二
年
で
、
同
年
二
月
二
十
一
日
成
咀
は
行
人
時
中
を
逡
し
て
察
度
の
諭
祭
武
寧
の
冊
封
を
篤
さ
し
む
と
の
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

訣
を
登
し
た
。
此
時
初
め
て
先
王
の
論
祭
新
王
の
冊
封
の
儀
錯
が
篤
さ
れ
た
。
こ
れ
を
以
て
冊
封
の
始
と
篤
す
説
も
あ
る
。
爾
来
王

-
２

-



　
　

の
更
替
す
る
毎
に
明
朝
に
報
じ
て
新
王
の
襲
封
を
請
ひ
、
明
朝
は
冊
封
使
を
涙
し
て
論
祭
・
冊
封
を
行
は
し
め
た
。
但
だ
倚
圓
王
統

　
　

第
二
代
目
の
侭
宣
試
の
時
の
み
は
そ
の
在
位
僅
に
六
佃
月
に
し
て
包
具
に
位
を
譲
っ
た
か
ら
、
請
封
・
冊
封
共
に
行
は
れ
な
か
っ

　
　

た
。
然
し
て
明
代
に
琉
球
の
王
統
三
度
更
替
し
、
察
度
の
統
は
思
紹
に
よ
っ
て
、
思
紹
の
統
は
倚
圓
に
よ
っ
て
と
っ
て
代
ら
れ
た
が

　
　

其
都
度
王
統
更
１
　
の
事
宣
を
告
げ
雫
先
王
の
後
嗣
と
し
て
冊
封
を
受
け
て
ゐ
る
。
恐
ら
く
明
朝
。
の
忌
諒
に
鯛
れ
ん
こ
と
を
避
け
た
の

　
　

で
あ
ら
う
。

　
　
　
　

倚
永
莞
じ
尚
寧
位
を
嗣
い
だ
際
、
即
ち
萬
暦
二
十
三
年
（
１
５
９
５
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）
琉
球
使
臣
于
潮
等
が
世
子
倚
寧
の
篤
に
襲
封
を
請
ふ
た

　
　

が
、
明
朝
に
於
て
は
そ
の
手
綾
の
不
備
を
指
摘
し
て
世
子
の
表
文
を
具
備
し
て
襲
封
を
請
ふ
べ
し
と
篤
し
、
同
二
十
八
年
（
１
６
０
０
　
Ａ
｡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

　
　

’
）
・
）
世
子
倚
寧
の
請
封
を
侯
っ
て
三
十
三
年
（
１
６
０
５
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）
冊
封
使
を
派
遣
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　
　
　
　

冊
封
使
は
初
め
正
使
一
人
で
あ
っ
た
が
正
統
七
年
（
１
１
４
２
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）
給
事
中
余
什
が
正
使
、
行
人
劉
遜
が
副
使
と
し
て
任
命
さ
れ

　
　

て
以
来
常
に
給
事
中
が
正
使
、
行
人
が
副
使
に
任
命
さ
る
ｘ
こ
と
ｘ
た
っ
た
。

　
　
　
　

慶
長
十
四
年
印
ち
萬
暦
三
十
七
年
（
１
６
０
９
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）
後
述
の
如
く
島
津
氏
が
大
旱
し
て
琉
球
を
征
服
し
て
以
来
琉
球
は
薩
摩
の
支

　
　

配
を
受
く
る
こ
と
ｘ
た
っ
た
が
、
明
へ
の
従
属
開
係
は
依
然
櫓
続
し
た
。
倚
寧
歿
す
る
や
そ
の
子
倚
豊
は
天
啓
二
年
（
１
６
２
２
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）

　
　

王
舅
毛
鳳
儀
等
を
遺
し
て
進
貢
し
、
恂
寧
の
訃
を
報
じ
て
襲
封
を
請
ひ
、
明
は
滅
亡
前
の
騒
然
た
る
國
侍
に
も
拘
ら
す
崇
禎
六
年

　
　

（
１
６
３
３
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）
戸
科
左
給
事
中
杜
三
策
、
行
人
司
行
人
楊
抽
を
遣
し
て
論
祭
・
冊
封
を
行
は
し
め
て
ゐ
る
。
つ
い
で
崇
頴
十
四
年

　
　

（
１
６
４
１
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）
ｆ
ｌ
Ｓ
ｉ
２
ｌ
位
に
即
き
、
同
十
七
年
（
１
６
４
４
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）
金
座
元
を
遣
し
て
襲
封
を
請
は
し
め
た
。
恰
も
此
年
清
の
世
胆
山
海

　
　

関
を
撃
破
っ
て
北
京
に
入
り
、
毅
宗
は
白
殺
し
て
居
る
。
然
し
た
陸
稲
王
は
給
事
中
陳
燕
翼
行
人
韓
元
動
を
逡
し
て
冊
封
せ
し
め
ん

埓

　

と
し
た
が
逡
に
資
現
し
な
か
っ
べ
弘
光
中
禰
王
は
禰
州
左
衛
指
揮
花
畑
を
琉
球
に
遣
し
７
登
極
の
事
を
告
げ
し
め
’
　
ｍ
ｍ
は
毛
大

-
３

-



Ｊ

　

用
等
を
遣
し
て
慶
賀
せ
し
め
た
。
翌
年
唐
王
は
指
揮
閔
邦
基
を
琉
球
に
派
し
ぷ

　
　
　

て
居
る
。
毛
泰
久
等
使
事
を
竣
っ
て
帰
國
の
途
に
つ
き
琉
崎
地
方
に
到
っ
た
。
恰
も
そ
の
時
清
軍
は
唐
王
を
捕
へ
鄭
子
龍
等
は
清
軍

　
　
　

に
降
伏
し
た
。
モ
泰
久
に
随
伴
し
て
ゐ
た
長
史
金
思
義
等
は
禰
州
に
到
っ
て
清
将
に
謁
し
投
誠
の
事
を
中
述
べ
た
。
一
方
琉
崎
地
方

　
　
　

に
も
人
を
派
し
て
毛
泰
久
等
を
禰
州
に
件
ひ
来
ら
し
め
ん
と
し
た
が
、
モ
泰
久
等
の
一
行
は
沁
賊
に
襲
は
れ
辛
う
じ
て
生
命
を
完
う

　
　
　

し
て
扁
州
に
来
っ
た
。
か
く
し
て
毛
泰
久
等
は
清
将
に
従
っ
て
北
京
に
赴
き
清
朝
に
服
事
せ
ん
こ
と
を
請
ひ
、
清
朝
は
通
事
謝
必
振

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

　
　

を
琉
球
に
涙
し
て
招
論
し
、
茲
に
琉
球
は
清
朝
の
朝
貢
國
と
な
る
に
至
っ
た
。

　
　
　

以
上
は
明
朝
の
琉
球
中
山
に
對
す
る
附
封
開
係
の
概
略
で
あ
る
が
、
倚
巴
志
の
三
山
統
一
前
明
の
山
南
山
北
に
對
す
る
冊
封
開
係

　
　

は
如
何
で
あ
っ
た
か
。

　
　
　

大
組
が
洪
武
五
年
中
山
を
招
撫
し
、
中
山
が
直
ち
に
入
貢
し
た
こ
と
は
前
述
の
通
で
、
そ
の
際
山
南
・
山
北
亦
入
貢
し
た
と
す
る

　
　
　
　
　
　

⑦

　
　

説
が
あ
る
。
然
し
『
皇
明
賓
鎌
』
『
明
史
』
『
明
史
藁
』
其
他
信
憑
す
べ
き
史
料
に
は
そ
の
こ
と
が
見
え
な
い
。
営
時
大
組
が
琉
球
の

　
　

三
山
鼎
立
の
舷
態
を
知
っ
て
ゐ
て
三
山
共
に
招
撫
せ
し
め
た
と
は
思
へ
な
い
し
、
山
南
・
山
北
と
敵
對
開
係
に
あ
り
明
と
政
治
的
経

　
　

臍
的
開
係
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
山
南
・
山
北
よ
り
有
利
な
立
場
に
立
つ
と
考
へ
ら
れ
る
中
山
が
山
南
・
山
北
を
諾
憑
す
る
筈
も
な

　
　

く
、
同
時
に
入
貢
し
た
と
考
へ
る
よ
り
し
な
か
っ
た
と
考
へ
る
方
が
爰
営
で
あ
ら
う
。
然
ら
ば
何
時
入
貢
し
た
か
。
『
明
史
』
『
明
史

　
　

藁
』
琉
球
傅
に
ぼ
「
九
年
夏
泰
期
隨
（
李
）
浩
入
貢
｀
一
明
年
遺
使
い
又
明
年
復
貢
、
其
山
京
王
承
察
炭
亦
遣
使
朝
貢
」
と
あ
る
・
印

　
　

ち
十
一
年
（
１
３
７
８
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）
と
な
る
。
然
る
に
『
皇
明
賓
録
』
に
は
十
一
年
山
南
王
朝
貢
の
記
事
は
見
え
雫
、
十
三
年
（
１
３
８
０
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）

　
　

十
月
二
十
日
の
條
に
山
南
王
が
師
惹
を
泣
し
て
入
貢
し
方
物
を
献
じ
、
王
に
大
統
暦
、
金
織
文
綺
を
賜
り
師
惹
等
に
も
亦
文
綺
、

　
　

妙
を
賜
予
し
た
と
あ
る
。
琉
球
側
の
史
料
た
る
『
球
陽
』
に
は
洪
武
十
六
年
と
た
っ
て
居
り
「
山
南
入
貢
自
此
而
始
」
と
註
記
し
て

４
-



j印

　
　

一

あ
る
。
『
明
史
』
『
明
史
藁
』
に
は
十
三
年
入
貢
の
記
事
は
な
い
。
恐
ら
く
『
皇
明
資
録
』
の
記
事
を
信
す
べ
き
で
あ
ら
う
と
思
ふ
が

十
一
年
十
三
年
の
何
れ
と
も
決
定
す
べ
き
材
料
が
た
い
。
山
北
王
伯
尼
芝
の
入
貢
は
洪
武
十
六
年
（
１
３
８
３
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）
に
始
ま
っ
て
居

　

洪
武
十
八
年
（
１
３
８
５
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）
中
山
進
貢
し
山
南
・
山
北
亦
入
貢
し
、
大
組
は
山
南
王
Ｅ
山
北
王
の
使
臣
に
鍍
金
銀
印
客
二
を
賜

予
し
た
。
か
く
て
山
南
王
・
山
北
王
亦
事
賓
上
明
朝
の
冊
封
を
受
け
た
謬
で
あ
る
。
永
楽
元
年
（
１
４
０
３
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）
山
南
王
承
察
度
歿

し
従
弟
汪
座
組
位
に
印
き
、
鴎
谷
結
制
等
を
遣
し
て
先
王
の
訃
を
告
げ
翁
王
の
襲
封
を
請
は
し
め
た
。
同
二
年
成
岨
は
使
臣
を
派
し

て
論
祭
冊
封
を
行
は
し
め
た
。
永
楽
十
二
年
（
１
４
１
４
　
Ａ
心
・
）
汪
座
組
は
兄
達
勃
期
に
弑
や
ら
れ
、
そ
の
子
他
魯
毎
推
戴
さ
れ
て
位

に
印
き
、
翌
年
成
岨
は
行
人
陳
季
芳
を
し
て
冊
封
せ
し
め
た
。
宜
徳
四
年
（
１
４
２
９
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）
他
魯
毎
は
中
山
王
恂
巴
志
の
篤
に
滅
ぽ

さ
れ
山
南
は
中
山
に
併
合
さ
る
ｉ
に
至
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。
、

　

山
北
は
帽
尼
芝
の
後
奥
安
知
が
楕
い
だ
が
、
明
朝
の
冊
封
を
受
け
た
か
否
か
明
ら
か
に
し
が
た
い
。
山
北
は
三
山
中
勢
力
最
も
微

溺
で
入
貢
も
最
も
少
な
か
っ
た
し
、
焚
安
知
冊
封
を
示
す
記
事
ぱ
一
つ
も
た
く
、
或
は
冊
封
さ
れ
た
か
っ
た
の
か
も
知
れ
た
い
。
焚

安
知
は
永
察
十
四
年
（
ｌ
-
ｉ
ｌ
６
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）
惚
巴
志
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
、
山
北
は
中
山
に
併
合
さ
れ
た
。

　
　

①

　

常
時
三
山
鼎
立
の
状
態
で
あ
っ
ち
か
ら
、
想
像
を
逞
し
う
す
れ
ば
印
璽
の
文
は
「
琉
球
國
中
山
王
之
印
」
と
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
肯
巴
志
以

　
　
　
　

前
は
固
よ
り
そ
の
後
も
『
皇
明
宸
翰
』
に
見
ゆ
る
琉
球
國
王
は
殆
ど
皆
琉
球
國
中
山
王
の
稽
狭
で
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
な
ほ
官
企
畷
路
去
後
王

　
　
　
　

位
綴
承
の
學
あ
り
、
府
庫
焼
般
さ
れ
て
鍍
金
銀
印
亦
鎔
壌
し
、
景
泰
五
年
掌
國
事
王
弟
官
泰
久
は
そ
の
再
賜
奥
を
願
ひ
許
可
さ
れ
た
。

　
　

②

　

鰐
境
名
安
興
島
倉
龍
治
共
著
『
沖
繩
一
千
年
史
』

　
　

③

　

察
度
は
洪
武
二
十
八
年
(
１
３
９
５
　
Ａ
.
Ｄ
.
)
に
歿
し
、
武
寧
は
翌
年
位
を
嗣
い
だ
が
何
散
か
此
時
ま
で
訃
を
告
げ
ず
、
襲
封
を
詣
ふ
て
ゐ
な
い
。

　
　
　
　

こ
の
忿
使
は
同
時
に
成
算
印
位
の
慶
賀
使
で
も
あ
っ
た
。

-
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jか

　
　

④

　

『
球
陽
』
『
西
南
文
蓬
史
論
』

　
　

④

　

常
時
明
は
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
征
伐
の
た
め
甚
大
な
脅
威
を
感
じ
て
ゐ
仁
。
二
十
九
年
に
冊
封
の
こ
と
は
決
せ
ら
れ
た
が
準
備
等
の
認
三
十
三

　
　
　
　

年
ま
で
涯
延
し
た
。

　
　

④

　

『
皇
朝
文
献
通
考
』
『
扇
建
尨
志
』
に
も
金
座
元
派
使
の
こ
と
及
び
琉
球
が
清
朝
に
婦
鵠
す
る
ま
で
の
顛
末
を
記
し
て
あ
る
が
、
毛
泰
久
と
金

　
　
　
　

座
元
と
を
混
同
し
て
同
一
人
の
如
く
謐
べ
て
あ
る
。
『
洽
朝
賞
録
』
『
清
史
稿
』
等
に
も
記
載
が
あ
る
。

　
　

⑦

　

『
皇
明
世
法
蜂
』
『
殊
域
周
さ
緑
』
『
中
山
世
鑑
』
『
琉
球
入
學
見
聞
録
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ミ

　

洪
武
五
年
大
組
の
招
撫
に
庶
じ
て
中
山
王
察
度
が
黍
期
等
を
派
し
て
明
に
入
貢
し
た
こ
と
は
前
述
の
如
く
で
、
爾
来
明
治
初
期
に

至
る
ま
で
明
に
對
す
る
琉
球
の
朝
貢
は
檀
け
ら
れ
た
。
洪
武
二
十
五
年
（
１
３
９
２
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）
大
組
は
閑
人
三
十
六
姓
を
琉
球
に
賜
擬
し

そ
の
書

さ
し
め

さ
し
め
た
・
こ
れ
ら
三
十
六
姓
の
閑
人
は
或
は
年
老
い
て
國
に
薪
り
、
或
は
留
る
も
嗣
な
く
、
次
第
に
減
少
し
て
萬
懇
二
十
五
年

（
１
６
０
７
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）
に
復
だ
玩
・
毛
二
姓
を
賜
つ
た
と
い

心

。
乾
隆
二
十
九
年
（
１
７
６
４
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）
の
序
文
あ
る
『
琉
球
入
學
見
聞
鎌
』
に

を
知
る
者
に
は
太
夫
・
長
史
を
授
け
て
貢
謝
の
司
と
篤
し
、
航
海
に
習
ふ
者
に
は
通
事
・
總
管
を
輿
へ
て
航
海
の
指
南
を
Ｂ

心
。
こ
れ
ら
三
十
六
姓
の
閑
人
は
或
は
年
老
い
て
國
に
薪
り
、
或
は
留
る
も
嗣
な
く
、
次
第
に
減
少
し
て
萬
暦
三
十
五
年

は
「
今
止
存
金
梁
鄭
林
蔡
五
姓
」
と
記
し
て
あ
る
。
武
膝
長
平
氏
は
『
西
市
文
運
史
論
』
所
収
「
琉
球
群
島
通
商
沿
革
小
志
」
の
中
に

氏
自
身
の
調
査
せ
し
所
に
よ
れ
ば
鄭
蔡
梁
金
林
程
王
の
七
姓
な
り
・
と
言
っ
て
居
ら
れ
る
。
恐
ら
く
後
に
移
住
し
た
も
の
で
あ
・
ら
う
。

彼
等
は
久
米
村
に
仕
着
き
専
ら
對
支
交
渉
の
任
に
常
っ
だ
。

　

宣
徳
十
年
（
１
４
３
５
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）
に
至
っ
て
「
沿
途
疲
于
供
給
」
を
理
由
と
し
て
祀
部
伺
書
胡
漢
が
進
貢
正
副
使
及
び
従
人
の
入
京
人

数
を
一
二
十
名
に
限
定
せ
ん
こ
と
を
奏
請
し
ヽ
以
後
二
十
名
が
入
京
を
許
さ
れ
他
は
泉
州
後
に
福
州
の
琉
球
館
に
滞
留
す
る
こ
と
Ｘ

　
　

③

な
っ
た
。

-
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洪
武
五
年
以
来
成
化
八
年
（
１
４
７
２
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）
に
至
る
ま
で
琉
球
の
入
貢
は
不
時
で
貢
期
の
定
め
な
く
、
一
年
二
貢
三
貢
甚
だ
し
き

は
五
回
入
貢
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
進
貢
使
隨
員
等
が
禰
州
に
於
て
殺
人
強
盗
等
の
暴
行
を
篤
し
た
篤
に
同
十
一
年
（
１
４
７
５
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）

奸
弊
を
除
く
を
理
由
と
し
て
二
年
一
貢
の
制
が
定
め
ら
れ
心
。
蓋
し
明
朝
と
し
て
ぼ
何
等
賓
盆
な
く
恩
恵
的
に
朝
貢
を
許
し
た
の
で

　
　

あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
好
機
と
し
て
煩
を
避
け
る
篤
入
貢
を
限
制
し
た
の
で
あ
ら
う
。
爾
来
琉
球
は
屡
々
一
年
二
貝
を
請
願
し
、
弘
治

　
　

元
年
（
１
４
８
８
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）
の
如
き
浙
江
よ
り
入
貢
し
て
二
年
二
貝
の
例
に
違
ひ
貢
路
亦
正
路
に
非
ず
と
し
て
却
け
ら
れ
ん
と
し
、
漸
く

　
　

従
人
に
對
す
る
給
輿
を
常
例
の
牛
と
し
て
裁
抑
の
意
を
示
さ
れ
た
上
で
入
貢
を
許
さ
れ
て
ゐ
る
。
爾
後
概
ね
二
年
に
一
回
入
貢
し
て

　
　

ゐ
る
。
弘
治
三
年
（
１
４
９
０
　
Ａ
.
　
Ｄ
）
に
は
琉
球
王
恂
県
の
奏
請
に
よ
り
入
京
人
員
を
五
名
増
加
し
、
ま
た
滞
留
人
員
の
ロ
粧
二
十
名

　
　

分
厘
給
さ
れ
る
こ
と
ｘ
な
っ
た
。
琉
球
は
反
復
毎
歳
一
貢
を
請
ひ
、
正
徳
二
年
（
１
５
０
７
　
Ａ
.
　
Ｉ
）
・
）
三
月
包
呉
の
毎
歳
一
貢
の
要
請
に

　
　

對
し
て
疆
部
は
「
比
以
入
貢
邁
違
期
限
、
乃
篤
此
奏
、
以
飾
其
非
」
と
し
て
却
く
べ
き
を
覆
奏
し
た
が
、
武
宗
は
特
に
「
如
奮
歳
一

　
　

入
貢
」
を
許
し
、
こ
‘
ｘ
に
再
び
一
年
一
貢
と
た
っ
た
。
然
る
に
世
宗
部
位
す
る
や
嘉
靖
元
年
（
１
５
２
２
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）
に
は
再
び
二
年
一
貢
、

　
　

毎
船
百
五
十
名
を
過
ぐ
る
を
得
ざ
る
べ
き
こ
と
ゝ
決
定
さ
れ
て
ゐ
る
。

　
　
　

萬
暦
三
十
七
年
（
１
６
０
９
　
Ａ
　
Ｄ
.
）
琉
球
史
上
最
も
重
大
な
事
件
が
起
っ
た
。
即
ち
薩
摩
の
島
津
氏
の
琉
球
征
伐
で
あ
る
。
こ
れ
に

　
　

つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
が
、
琉
球
は
三
十
八
年
七
月
島
津
氏
の
征
琉
を
急
報
し
、
貢
期
を
緩
う
せ
ん
こ
と
を
請
う
た
。
然
る
に
島
津

　
　

氏
は
琉
球
を
し
て
敢
て
明
と
の
交
を
櫓
臍
せ
し
め
、
明
琉
開
係
は
依
然
愛
る
こ
と
な
く
維
持
さ
れ
た
。
此
時
に
富
っ
て
明
朝
の
態
度

　
　

は
如
何
で
あ
っ
た
か
。
是
よ
り
先
き
萬
暦
二
十
年
（
１
５
９
２
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）
及
び
二
十
五
年
の
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
征
伐
は
、
そ
れ
ま
で
も
屡

　
　

屡
倭
寇
に
よ
っ
て
悩
金
さ
れ
て
ゐ
た
明
朝
に
對
し
て
重
大
な
る
脅
威
を
具
へ
た
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
た
い
。
萬
暦
二
十
年
以
来
『
皇

心

　

明
賓
録
』
に
日
本
に
備
ふ
べ
し
と
の
記
事
が
頻
出
す
る
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
琉
球
が
日
本
の
島
津
氏
に
よ
っ
て
征
服
さ
れ

-
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た
こ
と
は
更
に
脅
威
を
。
耐
し
尭
。
萬
暦
四
十
年
（
一
・
芯
ｙ
Ｌ
。
）
‘
）
に
は
腰
部
は
遂
に
琉
球
の
入
貢
に
つ
い
て
十
年
の
後
琉
球
の
物
力

伊

　

回
復
を
侯
っ
て
進
貢
せ
し
む
る
こ
と
ｘ
し
て
脛
面
を
維
持
し
、
此
度
の
貢
物
は
日
本
産
の
も
の
は
持
錨
ら
し
め
一
方
海
防
を
巌
に
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

　
　

べ
し
と
覆
奏
４
　
る
に
至
っ
た
。
荒
し
琉
球
の
背
後
に
日
本
の
脅
威
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
を
以
て
十
年
二
貝
と
定
め
た
と

　
　

い
ふ
説
が
あ
る
が
十
年
一
貢
と
定
め
た
と
い
ふ
詳
で
は
た
く
唯
だ
ま
づ
十
年
の
後
を
侯
っ
て
入
貢
す
べ
し
と
決
し
た
の
み
で
あ
る
。

　
　

つ
い
で
天
啓
三
年
（
１
６
２
Ｓ
　
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）
琉
球
國
王
の
奏
請
に
顧
み
て
「
本
國
休
養
未
久
、
暫
擬
五
年
二
貝
」
と
腰
部
覆
奏
し
、
富
分
五
年

　
　

二
貝
と
決
し
た
。
然
る
に
天
啓
六
年
に
は
早
く
も
進
貢
し
続
い
て
七
年
復
だ
入
貢
し
て
ゐ
る
。
爾
後
は
『
皇
明
賓
録
』
存
在
せ
す
、
『
明

　
　

史
』
『
明
史
藁
』
の
記
載
は
頗
る
簡
輦
で
崇
紙
二
年
（
１
６
２
９
　
Ａ
.
Ｉ
）
・
）
及
び
四
年
の
入
貢
を
記
し
「
自
是
迄
崇
絨
末
、
並
修
貢
如
儀
、

　
　

後
爾
京
幡
没
、
唐
王
立
於
拓
建
、
猶
遣
使
奉
貢
、
其
虔
事
天
朝
、
篤
外
藩
最
云
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
『
琉
球
國
志
略
』
に
よ
れ

　
　

ば
崇
禎
二
、
六
、
九
、
十
二
、
十
七
年
入
貢
し
、
十
七
年
の
貢
使
は
道
に
阻
ま
れ
て
飼
る
を
得
な
か
っ
た
と
あ
る
。
『
球
陽
』
に
よ
れ
ば

　
　

崇
頑
六
年
に
二
年
一
貢
と
定
め
貢
船
一
隻
を
堵
し
た
こ
と
Ｘ
な
っ
て
ゐ
る
が
入
貢
の
一
々
の
記
載
は
た
い
。
崇
禧
十
七
年
の
貢
使
が

　
　

清
の
世
阻
の
朝
廷
に
赴
い
た
こ
と
は
前
述
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　

以
上
が
正
規
の
進
貢
の
概
略
で
あ
る
が
、
其
他
に
天
壽
を
賀
す
る
篤
、
牧
詔
賜
予
を
謝
す
る
僅
一
、
登
極
を
賀
す
る
篤
、
東
宮
冊
立

　
　

を
賀
す
る
篤
、
襲
封
を
謝
す
る
篤
等
種
々
の
名
目
を
設
け
て
不
時
の
進
貢
を
し
て
ゐ
る
。

　
　
　

入
貢
の
際
の
貢
物
は
『
大
明
會
典
』
に
よ
れ
ば
、
馬
、
刀
、
金
銀
酒
海
、
金
銀
粉
匝
、
瑞
瑞
、
象
牙
、
螺
殼
。
海
巴
、
擢
子
扇
、
泥
金
扇
、
生

　
　

紅
銅
、
錫
、
生
熟
夏
布
、
牛
皮
、
降
香
、
木
香
、
速
香
、
丁
香
、
檀
香
、
黄
熟
香
、
蘇
木
、
烏
木
、
胡
袱
、
硫
黄
、
磨
刀
石
で
あ
っ
た
。
『
中
山
世
鑑
』

　
　

に
洪
武
五
年
察
度
が
泰
期
を
造
し
て
進
貢
し
た
時
の
貢
物
を
記
し
て
あ
る
が
、
降
香
、
木
香
、
速
香
を
被
縁
香
、
木
速
香
と
し
た
の
み

　
　

で
他
は
全
く
同
様
で
あ
る
。
降
香
、
木
香
、
注
香
は
他
に
も
記
載
あ
り
、
板
縁
香
、
木
速
香
は
誤
と
思
は
れ
る
鮎
が
あ
る
。
『
中
山
世
鑑
』
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心

は
侭
質
王
（
皿
靉
四
刻
も
の
時
向
象
賢
が
撰
し
た
も
宅
あ
’
・
・
或
は
會
典
の
記
載
’
に

は
土
産
ら
し
く
、
洪
武
九
年
大
１
　
の
命
に
よ
っ
て
李
浩
が
琉
球
よ
り
馬
四
十
郡
一
を
購
っ
て
錨
っ
た
こ
八
）
が
あ
る
。
硫
黄
、
螺
殼
、
海

巴
、
生
熟
夏
布
、
磨
刀
石
等
も
土
産
で
あ
ら
う
。
刀
、
扇
等
は
恐
ら
く
日
本
産
で
あ
ら
う
。
。
其
他
は
南
海
産
ら
し
く
思
は
れ
る
。
ま
た

こ
れ
ら
常
貢
は
時
代
に
よ
っ
て
愛
更
あ
り
、
特
別
の
貢
物
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
明
朝
に
於
て
は
織
金
文
綺
、
紗
１
　
、
襲
衣
、
緑
幣
等
の

賜
物
を
員
へ
て
報
い
た
。

　

進
貢
使
は
『
琉
球
國
進
貢
録
』
に
は
「
進
貢
使
北
京
へ
上
る
は
使
者
は
親
方
・
親
雲
上
な
り
」
と
あ
る
。
『
皇
明
賓
鎌
』
に
よ
れ
ば

使
者
の
身
分
を
明
記
せ
る
も
の
は
王
癩
、
結
制
（
或
は
結
致
と
も
記
す
、
掟
印
ち
領
主
）
典
簿
、
王
姪
、
王
舅
、
通
事
、
長
史
、
正
議
大
夫
等

で
あ
る
。
『
沖
繩
一
千
年
史
』
に
は
「
正
使
は
耳
目
官
に
て
正
三
位
、
副
使
は
正
議
大
夫
」
と
あ
る
が
、
明
朝
後
牛
期
以
後
の
成
例

と
思
は
れ
る
。
こ
れ
ら
進
貢
使
に
對
し
て
明
朝
に
於
て
は
宴
を
賜
ひ
、
ま
た
文
綺
、
緑
幣
等
を
賜
員
し
た
。

①

　

「
賜
三
十
六
姓
」
の
事
は
『
皇
明
責
録
』
萬
暦
三
十
五
年
九
月
已
亥
の
條
に
琉
球
王
の
奏
を
載
せ
て
「
以
洪
永
問
例
、
初
賜
閑
人
三
十
六
姓
、
知

　
　

書
者
授
大
夫
長
史
、
以
認
貢
謝
之
司
、
習
航
海
者
授
通
事
總
管
、
以
認
指
南
之
備
」
と
あ
る
の
み
で
明
確
な
時
日
は
わ
か
ら
な
い
。
『
明
史
』

　
　

『
明
史
藁
』
琉
球
傅
に
は
洪
武
二
十
九
年
冬
の
所
に
「
中
山
痘
使
晴
賜
冠
帯
、
命
綾
部
檜
閻
、
令
自
製
、
其
王
固
以
晴
、
乃
賜
之
、
井
賜
其
臣
下
冠

　
　

服
、
又
嘉
其
修
職
勧
、
賜
閑
中
舟
工
三
十
六
戸
、
以
便
貢
使
往
来
」
と
あ
る
。
『
大
明
會
典
』
は
洪
武
二
十
五
年
の
事
と
し
、
ま
た
『
琉
球
入
學

　
　

見
聞
録
』
『
琉
球
國
志
略
』
等
み
な
二
十
五
年
に
繋
け
且
つ
同
時
に
琉
球
使
臣
に
冠
服
を
賜
っ
た
と
し
て
ゐ
る
。
『
球
陽
』
二
十
五
年
の
條
に

　
　

は
「
王
逍
使
入
貢
、
時
附
疏
言
、
通
事
程
復
・
葉
希
尹
二
人
、
以
県
官
蒙
通
事
、
往
来
進
貢
、
服
勢
居
多
、
乞
賜
職
冠
帯
、
使
本
國
臣
民
有
所
仰
示
、

　
　

以
髪
土
俗
、
太
祀
従
之
、
更
賜
閑
人
三
十
六
姓
」
と
あ
る
。
『
皇
明
賓
録
』
に
つ
い
て
冠
帚
賜
奥
の
事
を
見
る
に
、
洪
武
二
十
五
年
五
月
十
日

　
　

の
條
に
「
察
度
表
言
、
其
通
事
程
・
葉
二
人
、
往
来
漁
貢
、
服
笏
居
多
、
乞
賜
職
加
冠
帯
、
使
本
國
臣
民
有
所
景
仰
、
以
愛
番
俗
、
従
之
」
と
あ
る
。

　
　

然
し
て
洪
武
二
十
九
年
に
は
三
同
琉
球
入
貢
の
記
載
が
あ
る
が
何
れ
も
冠
帚
乃
至
閑
人
賜
予
の
事
を
記
し
て
な
い
。
『
皇
明
賓
録
』
が
何
飲

-－９
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に
冠
幣
賜
輿
を
記
し
て
閑
人
賜
具
を
記
さ
な
い
か
疑
剛
が
あ
る
が
、
閏
人
賜
予
の
事
は
恐
ら
く
二
十
五
年
の
こ
と
で
『
明
史
』
『
明
史
藁
』

　
　

が
二
十
九
年
の
事
と
し
て
ゐ
る
の
は
誤
で
あ
ら
う
。
三
十
六
姓
を
一
時
に
賜
っ
た
か
否
か
に
も
疑
問
の
餓
地
が
あ
る
。
『
皇
明
食
禄
』
萬
暦

　
　

三
十
五
年
九
月
の
記
事
に
は
「
洪
永
同
例
」
と
あ
る
。
然
し
永
楽
間
の
閑
人
賜
予
の
事
は
『
皇
明
食
録
』
始
め
『
明
史
』
『
球
陽
』
等
に
も

　
　

見
え
な
い
。
米
倉
氏
の
い
は
れ
る
如
く
「
洪
武
永
楽
間
に
二
回
に
亘
っ
て
閑
人
各
一
八
姓
合
計
三
十
六
姓
を
琉
球
に
鐙
っ
ｔ
」
（
史
林
二
二
の

　
　

一
瓢
州
の
琉
球
館
）
と
断
定
す
る
こ
と
も
無
理
で
あ
ら
う
。
ま
た
武
藤
長
軍
氏
の
い
は
れ
る
如
ぐ
ヽ
琉
球
が
三
十
六
島
な
る
が
故
に
三
十
六
姓

　
　

と
言
っ
た
ま
で
-
Ａ
事
賞
は
十
姓
以
内
が
渡
来
し
仁
と
い
ふ
事
も
勿
論
断
定
し
隷
い
。

②

　

『
中
山
世
譜
』
『
琉
球
入
學
見
聞
録
』

④

　

琉
球
館
に
つ
い
て
は
米
倉
氏
が
『
史
林
』
第
二
十
二
巻
第
一
琥
に
於
て
「
一
幅
州
の
琉
球
館
」
な
る
題
目
の
下
に
詳
誕
し
て
居
ら
れ
る
。
『
皇

　
　

明
賞
録
』
永
祭
二
年
九
月
甲
午
の
條
に
「
上
以
海
外
渚
番
朝
貢
之
使
益
多
ぶ

　
　

遠
、
な
江
日
安
逍
、
浙
江
日
懐
逍
、
各
置
騨
丞
一
れ
」
と
あ
る
。

④

　

『
皇
明
食
禄
』
成
化
十
一
年
四
月
戊
子
の
條
に
「
通
事
察
璋
等
還
次
扁
州
、
殺
人
掠
在
（
財
）
、
非
法
殊
茫
…
…
逍
究
肆
悪
之
徒
、
依
法
懲
治
、
自

　
　

後
定
篤
例
二
年
一
貢
、
止
許
百
人
」
と
あ
る
。
そ
の
怪
溢
殺
人
事
件
は
『
球
陽
』
に
は
成
化
八
年
の
條
に
「
王
5
1
武
賞
具
星
言
、
王
常
逍
人
往

　
　

満
劇
加
國
、
軟
買
貢
物
、
奈
遺
風
複
船
、
漂
至
廣
東
、
有
司
韓
道
祠
捻
、
願
自
備
工
料
、
修
船
同
同
、
明
憲
宗
許
之
、
武
式
等
還
次
頴
州
、
修
船
時
、
其

　
　

催
従
人
等
、
殺
人
劫
財
」
と
あ
る
。
然
る
に
『
皇
明
食
禄
』
に
よ
れ
ば
武
官
等
が
「
自
備
二
科
（
工
料
）
修
慰
同
國
」
を
乞
ひ
て
許
さ
れ
た
の

　
　

は
成
化
九
年
四
月
丁
卯
で
、
『
琉
球
国
志
略
』
亦
武
官
の
入
貢
を
成
化
九
年
と
し
て
ゐ
る
。
『
明
史
』
琉
球
傅
に
よ
れ
ば
こ
の
殺
人
事
件
は
成

　
　

化
十
年
と
な
る
。
ま
た
『
皇
明
食
録
』
成
化
十
一
年
四
月
の
磯
部
の
覆
奏
に
「
去
年
凧
建
守
臣
言
、
琉
球
國
使
臣
等
燐
殺
死
懐
安
原
民
」
と

　
　

あ
る
。
要
之
、
武
賞
等
が
進
貢
使
と
し
て
任
命
さ
れ
て
琉
球
を
変
し
た
の
が
成
化
八
年
で
「
自
備
工
料
修
紅
同
同
」
を
許
さ
れ
た
の
が
九
年

　
　

殺
人
怪
盗
事
件
が
十
年
、
二
年
一
貢
の
命
が
登
せ
ら
れ
た
の
が
十
一
年
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
。

④

　

『
皇
明
食
録
』
萬
暦
四
十
年
十
一
月
乙
巳
の
條
に
「
磯
部
覆
、
扁
建
巡
撫
丁
綴
嗣
奏
謂
、
琉
球
情
形
匹
測
、
宜
絶
之
、
便
但
彼
名
儒
進
貢
、
而
我
通

　
　

阻
同
、
則
彼
得
錫
略
、
恐
非
柔
逍
之
替
、
請
論
彼
國
、
新
紺
残
破
、
常
厚
自
繕
聚
、
候
十
年
之
後
、
物
力
梢
充
、
然
後
復
修
貢
職
未
晩
、
見
今
貢
物
、
著

　
　

巡
撫
衝
門
、
査
係
倭
産
者
、
悉
携
帰
國
…
…
」
と
あ
り
、
同
十
一
月
壬
寅
の
條
に
「
大
學
士
葉
向
高
言
、
…
…
臣
聞
、
琉
球
巳
鴛
倭
併
、
其
来
貢

-10
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者
牛
係
倭
人
所
貢
、
盗
甲
等
亦
係
倭
物
、
蓋
欲
餌
此
窺
伺
中
國
、
心
甚
区
測
…
…
」
ま
た
同
七
月
已
酉
の
條
に
「
兵
科
等
給
事
中
李
瑳
等
言
…
、

　
　
　
　

：
疲
中
山
王
者
、
豊
其
常
虔
劉
之
鈴
、
囚
繰
甫
稀
、
遮
忘
倭
奴
之
威
、
遠
慕
中
國
之
義
、
不
待
貢
期
、
檜
其
方
物
、
以
来
王
哉
、
其
錫
倭
所
指
授
明

　
　
　
　

矣
、
以
琉
球
之
弱
不
足
患
矣
、
而
認
倭
所
指
授
則
足
患
…
…
」
と
あ
る
。

　
　

④

　

『
中
山
世
鑑
』
所
載
の
洪
武
五
年
入
貢
時
の
貢
物
の
中
に
南
海
産
の
も
の
あ
る
を
理
由
と
し
て
洪
武
以
前
よ
り
琉
球
の
南
海
に
通
交
せ
し
を

　
　
　
　

論
設
す
る
脱
が
あ
る
が
、
そ
れ
の
み
を
以
て
し
て
は
断
定
し
祁
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四

　

以
上
琉
球
の
明
に
對
す
る
冊
封
・
進
貢
の
概
略
で
あ
る
が
、
翻
っ
て
琉
球
と
日
本
と
の
開
係
を
簡
輦
に
述
べ
る
こ
と
ｘ
す
る
。
日

本
の
琉
球
に
對
す
る
開
係
は
源
篤
朝
か
舜
天
王
の
父
で
あ
る
と
い
ふ
・
が
如
き
説
話
は
論
外
と
し
て
、
嘉
縁
三
年
即
ち
安
貞
元
年
（
１
２
２
７

Ａ
.
　
Ｄ
.
）
十
月
十
日
附
の
惟
宗
忠
義
に
輿
へ
ら
れ
た
譲
顛
に
「
可
早
領
知
越
前
國
守
護
職
島
津
庄
内
薩
摩
方
地
頭
守
護
職
井
十
二
島
地

頭
職
四
右
人
任
亡
父
豊
後
守
忠
久
朝
臣
蔭
皺
、
可
安
堵
彼
職
之
状
、
所
仰
如
件
、
以

叩

と
あ
り
ヽ
此
昨
以
前
已
に
惟
宗
氏
（
後
の
島
津

氏
）
が
十
二
島
地
頭
職
に
任
ぜ
ら
れ
て
ゐ
た
。
こ
と
が
わ
か
る
。
然
し
こ
の
十
二
島
が
果
し
て
今
の
所
謂
琉
球
を
凡
て
含
む
や
否
や
は

疑
問
の
緑
地
が
あ
る
や
う
で
あ
る
。

　

庶
永
二
十
一
年
（
１
４
１
４
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）
に
は
琉
球
國
中
山
主
倚
巴
志
が
使
を
足
利
幕
府
に
致
し
た
が
、
そ
の
際
将
軍
義
持
が
侭
巴
志
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑧

輿
へ
た
復
書
に
琉
球
の
遣
使
を
’
「
入
貢
」
と
篤
し
て
ゐ
る
。
其
後
も
誕
々
幕
府
に
入
貢
し
て
ゐ
る
こ
と
は
『
通
航
一
寛
』
等
に
も
記

さ
れ
て
ゐ
る
。
つ
い
で
嘉
吉
元
年
（
１
４
４
１
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）
に
た
る
と
島
津
忠
國
は
将
軍
義
教
よ
り
薩
摩
・
大
隈
・
日
向
の
大
守
に
任
ぜ
ら

れ
、
蒙
れ
て
琉
球
の
守
護
に
任
命
さ
れ

作

。
『
通
航
一
覧
』
に
は
『
宮
木
富
代
記
』
『
慶
長
年
鎌
』
に
よ
っ
て
「
先
年
よ
り
綾
船
と
穏

し
て
毎
歳
薩
摩
に
貢
物
を
納
る
と
記
せ
し
は
此
時
よ
り
の
事
な
る
べ
し
」
と
記
し
て
ゐ
る
。
ま
た
足
利
幕
府
は
島
津
氏
に
一
般
琉
球

渡
海
船
に
島
津
氏
の
冤
許
を
要
す
る
と
い
ふ
特
朧
を
呉
へ
て
ゐ
る
。
そ
れ
が
享
徳
二
年
（
１
４
５
３
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）
頃
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
と

--



功

　

は
小
葉
田
氏
の
考
誼
さ
れ
た
所
言

　
　
　

島
津
氏
が
地
頭
或
は
守
護
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
一
方
的
で
た
か
っ
た
か
否
か
は
遮
に
決
し
難
く
、
ま
た
琉
球
の
遠
使
が
所
謂
進

　
　

貢
で
あ
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
も
疑
問
の
箆
地
が
あ
る
が
、
と
も
角
も
義
持
の
復
書
は
全
く
附
虜
國
に
對
す
る
書
式
で
あ
り
、
足
利

　
　

幕
府
は
琉
球
の
遠
使
を
入
貢
と
篤
し
て
居
り
・
、
亭
杢
一
十
一
年
以
後
も
引
続
き
入
貢
し
て
居
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら
少
く
と
も
幕

　
　

府
に
於
て
は
琉
球
を
附
則
國
と
見
倣
し
琉
球
亦
こ
れ
を
承
認
し
て
ゐ
た
と
見
ね
ば
た
ら
な
い
。
琉
球
が
足
利
幕
府
に
對
し
て
従
属
的

　
　

な
位
ほ
に
あ
っ
た
こ
と
は
事
皆
で
あ
ら
う
。
さ
り
と
て
足
利
幕
府
が
琉
球
に
對
し
て
支
配
幄
を
持
っ
て
ゐ
た
と
は
考
へ
ら
れ
す
、
島

　
　

津
氏
亦
支
配
的
勢
力
を
賞
際
上
有
し
て
ゐ
た
と
は
勿
論
思
は
れ
た
い
。
か
χ
る
無
態
が
暫
ら
く
統
い
て
内
に
庶
仁
の
大
暇
に
引
絞
い

　
　

て
戦
國
時
代
と
な
り
、
外
に
倭
寇
の
跳
梁
す
る
あ
っ
て
一
時
日
琉
の
開
係
は
断
絶
し
た
ら
し
い
。

　
　
　

日
琉
両
國
間
の
貿
易
は
相
常
活
溌
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
初
め
近
畿
地
方
と
の
交
易
が
盛
で
、
そ
れ
が
や
土
辰
へ
る
と
九
州
方
面
特

　
　

に
薩
摩
と
の
貿
易
が
拉
頭
し
た
と
は
諸
家
の
い
ふ
所
で
あ
る
。

　
　
　

こ
Ｘ
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
琉
球
が
日
明
両
國
間
に
介
在
し
て
雨
國
の
仲
介
を
篤
し
た
こ
と
で
あ
る
。
庶
永
二
十
六
年
（
１
４
２
０
　
Ａ
.

　
　

Ｄ
.
）
将
軍
義
持
が
明
使
呂
淵
を
却
け
て
以
来
日
明
開
係
中
絶
し
た
篤
宣
徳
七
年
柴
山
を
し
て
戟
を
資
し
て
琉
球
に
赴
か
し
め
中
山
王

　
　

宍
巴
志
を
し
て
人
を
日
本
に
追
っ
て
戟
論
を
幕
府
に
致
さ
し
め
ん
と
し
た
顛
末
は
小
葉
田
氏
が
詳
述
せ
ら
れ
た
所
で
、
今
軍
に
『
皇

　
　

明
賓
録
』
の
記
事
を
抄
記
す
る
に
止
め
る
。
即
ち
宣
徳
七
年
一
月
丙
戌
の
條
に
「
上
念
即
位
以
来
四
方
誉
國
皆
来
朝
貢
、
惟
日
本
未

　
　

至
、
逐
命
内
官
柴
山
、
倉
戟
往
琉
球
國
。
令
中
山
王
尚
巴
志
、
遠
人
倉
往
日
本
論
之
」
と
あ
る
。
ま
た
王
統
元
年
（
１
４
３
６
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）
琉
球

　
　

王
の
進
貢
使
伍
是
堅
が
琉
球
國
王
狗
巴
志
に
賜
っ
た
詔
及
び
白
金
綜
幣
と
共
に
日
本
國
王
源
義
教
に
賜
っ
た
そ
れ
を
府
回
ら
し
め
ら

　
　

れ
た
こ
と
が
あ
る
。
日
本
國
王
源
義
靫
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
足
利
第
六
代
将
軍
義
教
で
あ
る
。
ま
た
嘉
靖
四
年
（
１
５
２
５
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）
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六
月
に
は
頴
建
に
於
て
騒
擾
を
惹
起
し
た
日
本
使
臣
を
捕
縛
護
逍
す
べ
き
を
命
じ
た
戟
論
を
琉
球
使
臣
に
貸
回
ら
し
め
て
日
本
國
王

　
　
　

印
ち
足
利
将
車
に
帽
輪
せ
し
め
居
る
。
明
朝
よ
り
琉
球
を
介
し
て
日
本
に
交
渉
し
た
の
み
な
ら
す
、
日
本
よ
り
も
琉
球
を
通
じ
て
明

　
　
　

朝
に
表
文
を
記
貸
し
た
こ
と
が
あ
る
。
印
ち
『
皇
明
資
鐘
』
嘉
靖
九
年
三
月
甲
辰
の
條
に
「
琉
球
國
王
世
子
倚
清
遣
陪
臣
蔡
潮
貸
方

　
　
　

物
馬
進
貢
四
潮
来
経
日
本
、
日
本
國
王
源
義
晴
因
託
貸
表
文
Ｅ
」
と
あ
る
。

　
　
　

此
の
如
き
日
本
と
琉
球
と
の
開
係
は
豊
臣
秀
吉
が
天
下
を
統
一
す
る
や
面
目
を
改
め
、
更
に
慶
長
十
四
年
（
１
６
０
９
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）
　
;
ｙ
至

　
　
　

っ
て
一
受
し
た
。
既
述
の
如
く
薩
摩
と
琉
球
と
の
間
に
或
程
度
の
貿
易
開
係
が
あ
っ
た
こ
と
は
已
に
足
利
時
代
よ
り
認
め
ら
れ
る
所

　
　
　

で
、
内
外
の
事
情
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
て
衰
へ
た
と
は
い
へ
貿
易
が
全
く
絶
え
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
殊
に
戦
國
時
代
に
於
て
國
力

　
　
　

を
充
賓
す
る
篤
に
薩
摩
が
貿
易
の
利
を
度
外
覗
し
た
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
天
文
年
間
に
三
宅
和
泉
守
國
秀
な
る
者
が
琉
球
を
取
ら

　
　
　

ん
と
し
て
島
津
氏
に
阻
止
さ
れ
た
こ
と
、
天
正
十
九
年
（
１
５
９
１
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）
駒
井
茲
矩
が
琉
球
征
伐
を
秀
吉
に
請
ふ
た
時
島
津
義
久
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

　
　
　

が
細
川
幽
斎
石
田
三
成
に
就
き
て
未
然
に
之
を
停
め
ん
と
し
た
こ
と
等
は
島
津
氏
が
い
は
？
既
得
後
釜
を
防
護
せ
ん
と
し
た
も
の
で

　
　
　

は
な
か
ら
う
か
。

　
　
　

豊
臣
秀
吉
は
天
正
十
六
年
（
１
５
８
８
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）
島
津
氏
を
介
し
て
琉
球
に
録
湯
す
べ
き
を
命
じ
、
恂
寧
は
屡
々
督
促
を
受
け
し
後
同

　
　

十
八
年
天
龍
寺
の
伶
桃
莞
等
を
派
し
て
大
阪
に
於
て
秀
吉
に
謁
せ
し
め
た
。
文
緑
元
年
（
１
５
９
２
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）
秀
吉
は
島
津
義
久
に
朱
印

　
　

舷
を
呉
へ
て
琉
球
を
そ
の
扇
國
と
し
て
ゐ
る
。
蓋
し
秀
吉
は
不
可
分
的
領
土
の
一
部
と
す
る
心
算
で
あ
っ
た
が
、
大
明
征
略
の
野
心

　
　

の
賓
現
を
前
に
し
て
姑
く
荷
態
を
認
め
た
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ら
う
と
は
池
内
博
士
の
い
は
れ
た
所
で
あ
る
。
こ
の
顛
末
は
池
内
博
士

　
　

が
「
文
祗
戦
役
開
始
以
前
に
於
け
る
秀
吉
の
對
外
的
態
度
を
論
じ
て
此
戦
役
の
狸
端
に
及
ぶ
」
匹
四
一
一
一
芦
七
に
詳
論
し
て
を
ら
れ

Ｎ

　

る
。
慶
長
十
一
年
（
↑
・
ｏ
・
卜
り
心
島
津
義
久
は
貢
職
を
怠
れ
る
を
理
由
と
し
て
琉
球
を
伐
た
ん
こ
と
を
徳
川
家
康
に
請
う
て
許
さ

13－-



が

　

れ
た
。
十
四
年
に
至
っ
て
樺
山
腹
左
衛
門
肘
久
高
を
總
帥
と
し
て
、
三
千
節
人
を
率
ひ
船
百
脛
を
以
て
琉
球
を
伐
た
し
め
、
四
月
五

　
　

口
に
は
首
里
城
を
陥
れ
王
恂
察
を
檎
と
し
た
。
五
月
十
旧
‥
日
に
は
尚
察
を
件
ひ
那
覇
通
堂
よ
り
乗
船
二
十
五
日
に
は
薩
摩
山
川
に
到

　
　

着
し
た
。
・
翌
年
島
津
家
久
は
狗
寧
を
件
ひ
将
軍
に
謁
せ
し
め
た
。
翌
十
六
年
九
月
二
十
日
尚
寧
は
鹿
兄
島
を
韮
し
十
月
二
十
日
那
覇

　
　

に
抑
着
し
て
居
る
。
此
問
の
顛
末
は
『
沖
繩
一
千
年
史
』
に
詳
し
い
。

　
　
　

島
津
氏
の
琉
球
征
伐
の
原
因
は
那
逡
に
あ
っ
た
か
。
三
州
平
定
し
て
内
託
は
治
ま
り
、
加
ふ
る
に
國
内
を
統
一
し
基
礎
漸
く
囚
ま

　
　

っ
た
徳
川
幕
府
を
背
景
と
し
得
る
こ
と
之

　
　

琉
球
を
介
し
て
明
と
の
通
交
回
復
を
圖
る
意
志
が
あ
っ
た
や
う
で
、
そ
の
こ
と
は
慶
長
十
八
年
倚
察
肺
國
に
際
し
て
明
國
に
資
ら
す

　
　

べ
き
も
の
と
し
て
典
へ
ら
れ
た
「
琉
球
國
王
侮
寧
呉
大
明
拓
建
軍
門
書
略
」
慶
長
十
八
年
家
康
の
命
を
承
け
て
島
津
氏
が
尚
寧
に
呉

　
　

へ
た
書
奴
等
を
引
い
て
秋
山
氏
の
論
断
さ
れ
た
所
で
あ
る
。
今
『
皇
明
皆
録
』
に
見
ゆ
る
一
二
の
記
事
を
記
し
て
梢
し
く
補
足
す
る

　
　

に
止
め
る
。
萬
暦
四
十
年
八
月
丁
卯
の
條
に
「
兵
部
言
四
倭
酉
雲
蘇
等
致
共
國
王
源
秀
忠
之
命
、
欲
借
朝
鮮
之
道
ご

　
　

十
八
年
閏
三
月
薄
我
寧
員
壇
頭
ご

　
　

四
散
十
年
来
倭
所
垂
挺
者
貢
耳
、
故
既
牧
琉
球
、
復
縦
中
山
王
糾
國
、
以
錫
通
貢
之
路
、
彼
意
我
必
不
入
倭
之
貢
、
而
必
不
逆
琉
球
之
貢
、

　
　

心
」
と
あ
り
、
同
年
十
一
月
壬
寅
の
條
の
大
學
士
葉
向
尚
の
疏
の
中
に
「
倭
将
明
檄
琉
球
、
挾
共
代
読
互
市
」
と
あ
る
。
琉
球
征
伐

　
　

の
原
因
と
し
て
秋
山
氏
が
「
琉
球
が
既
に
明
と
よ
り
多
く
の
開
係
を
結
び
日
本
を
餓
り
問
題
と
し
な
い
こ
と
ｘ
た
っ
て
は
日
本
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

て
は
勢
ひ
最
後
の
手
段
に
よ
っ
て
こ
の
交
渉
を
打
開
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
こ
と
を
島
津
氏
が
知
っ
た
か
ら
此
事
が
起
っ
た
と
言
っ
て

を
ら
れ
る
の
は
如
何
で
あ
ら
う
。
頗
る
漠
然
と
し
た
言
葉
で
困
る
が
、
日
琉
開
係
よ
り
も
明
琉
開
係
が
一
珊
緊
密
に
な
っ
た
と
い
ふ

意
味
た
ら
ば
私
的
交
通
は
と
も
角
國
家
間
の
交
渉
と
し
て
は
も
と
く
明
琉
開
係
の
方
が
緊
密
で
あ
っ
た
や
う
で
、
若
し
日
琉
の
交

４－-
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渉
が
少
く
な
っ
た
と
い
ふ
こ
と
な
ら
ば
秀
吉
以
前
が
除
計
さ
う
で
あ
っ
た
だ
ら
う
。
此
頃
に
た
っ
て
明
琉
の
交
渉
が
緊
密
の
度
を
暦

し
た
と
い
ふ
意
味
た
ら
ば
、
さ
う
い
ふ
こ
と
は
な
か
っ
た
や
う
で
あ
る
。
と
も
角
こ
ん
な
風
に
考
へ
る
よ
り
は
島
津
氏
と
し
て
は
領

内
が
治
ま
り
國
力
が
充
賢
し
有
力
な
後
援
を
得
て
更
に
大
な
る
國
力
の
披
大
を
目
指
し
て
起
し
た
こ
と
で
、
徳
川
幕
府
が
琉
球
を
介

し
て
明
と
の
通
交
を
回
復
し
よ
う
と
い
ふ
希
望
を
持
っ
た
こ
と
も
有
力
な
一
因
と
な
っ
た
ぞ
考
へ
る
方
が
自
然
で
は
な
か
ら
う
か
。

そ
れ
が
謝
名
の
策
匹
や
琉
球
が
来
聘
の
破
を
失
し
た

ｃ

導
火
線
と
し
て
琉
球
征
伐
の
學
と
な
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

　

島
津
氏
が
更
に
大
な
る
國
力
の
登
展
を
目
的
と
し
て
ゐ
た
と
い
ふ
こ
と
は
即
ち
琉
球
を
介
し
て
貿
易
の
利
を
占
め
ん
と
し
た
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
が
篤
に
は
琉
球
を
完
全
に
自
己
の
領
土
と
し
て
自
ら
主
後
者
と
し
て
君
臨
す
る
こ
と
は
明
と
の
交
渉
の
上
に
面
白
く

な
い
結
果
を
生
す
る
。
こ
ｘ
に
琉
球
が
そ
の
領
土
で
そ
の
支
配
を
受
け
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
を
島
津
氏
が
明
に
對
し
て
極
力
隠
蔽
し

た
理
由
が
存
す
る
・
。
明
は
日
本
に
對
し
て
好
感
を
持
つ
七
ゐ
た
か
っ
た
こ
と
勿
論
で
、
朝
鮮
乃
至
琉
球
を
通
じ
て
の
日
本
の
和
好
通

商
の
要
求
を
常
に
白
眼
覗
し
て
ゐ
た
こ
と
は
前
記
萬
暦
四
１
　
年
の
兵
部
の
奏
疏
、
大
學
士
葉
向
高
の
言
の
中
に
も
明
ら
か
に
示
さ
れ

て
居
り
、
四
十
五
年
朝
鮮
國
王
李
暉
が
秀
忠
の
書
を
輯
達
し
た
時
も
兵
部
は
『
倭
夷
誦
詐
、
髪
幻
耽
々
、
未
已
其
不
一
以
信
使
往
来
之

敗
、
逡
堅
睦
鄭
之
約
、
而
寝
啓
疆
之
謀
明
矣
』
と
言
っ
て
居
る
。
従
っ
て
日
本
が
直
接
明
朝
と
交
渉
す
ふ
事
は
望
み
難
く
、
島
津
氏
が

明
朝
と
交
渉
す
る
こ
と
は
更
に
望
が
な
か
っ
た
。
故
に
明
朝
に
於
て
已
に
明
ら
か
に
察
知
し
て
ゐ
た
如
く
琉
球
を
通
じ
て
交
渉
す
る

よ
り
外
に
方
法
は
な
い
謬
で
あ
る
。

　

従
っ
て
島
津
氏
と
し
て
は
鵜
飼
の
如
き
方
法
を
以
て
琉
球
を
し
て
明
と
交
通
せ
し
め
、
そ
の
得
た
利
益
を
搾
取
す
る
と
い
ふ
手
段

を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
倚
寧
が
捕
虜
と
な
り
な
が
ら
賓
客
の
待
遇
を
以
て
優
遇
さ
れ
た
こ
と
も
こ
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ら
う
。

慶
長
十
五
年
三
月
島
津
氏
は
臣
を
派
し
て
琉
球
の
土
地
を
検
収
せ
し
め
、
十
六
年
八
月
洵
寧
に
そ
の
領
有
す
べ
き
知
行
目
録
を
輿
へ

５
-
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租
額
を
八
萬
九
千
八
十
六
石
と
決
定
し
五
萬
石
を
王
の
所
得
と
し
節
は
諸
士
に
配
分
し
た
。
然
し
て
毎
年
の
貢
納
を
芭
蕉
布
三
千
端

上
布
六
千
端
イ
布
一
萬
端
、
唐
苧
千
三
百
斤
、
綿
三
貰
目
、
椋
鯛
綱
百
房
、
窯
綱
百
房
、
箆
三
千
八
百
枚
、
牛
皮
三
百
枚
と
決
め
た
。
且

つ
國
王
及
び
重
臣
は
８
　
前
に
誓
っ
て
盟
約
書
を
提
出
し
永
々
代
々
薩
摩
に
對
し
て
毛
頭
疎
意
あ
る
べ
が
ら
ざ
る
こ
と
を
約
し
た
と
い

ふ
。
つ
い
で
慶
長
十
六
年
九
月
伊
勢
、
比
志
島
、
町
田
、
押
山
等
重
臣
建
署
の
掟
十
五
ヶ
條
を
侭
寧
に
呉
へ
「
薩
州
御
下
知
之
外
唐
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

誂
物
可
被
停
止
之
事
」
「
従
往
古
由
来
有
之
人
た
り
と
い
ふ
共
営
時
不
立
御
用
人
に
知
行
被
遣
間
敷
事
」
「
従
薩
州
御
判
形
無
之
商
人

不
可
有
許
容
事
」
「
年
貢
其
外
之
公
物
此
中
日
本
之
奉
行
如
置
目
可
被
致
取
納
之
事
」
「
従
琉
球
他
國
へ
商
船
一
切
被
遣
間
敷
事
」
等

の
如
き
こ
と
よ
り
「
押
妾
押
買
可
被
停
止
之
事
」
の
如
き
些
事
ま
で
規
定
し
違
犯
者
は
巌
罰
す
べ
き
こ
と
を
中
波
し
て
居
る
。

　

か
く
し
て
琉
球
は
全
く
薩
摩
の
附
庸
の
國
と
な
り
、
幕
府
も
亦
琉
球
を
薩
摩
の
領
地
と
篤
し
て
そ
の
租
額
を
島
津
氏
の
知
行
の
中

に
算
入
し
、
琉
球
は
徳
川
将
軍
の
代
詐
り
毎
に
慶
賀
使
節
を
派
し
琉
球
國
王
の
更
替
に
営
っ
て
は
将
軍
の
命
を
島
津
氏
よ
り
韓
達
さ

れ
て
然
る
後
位
を
植
ぎ
謝
恩
使
を
派
遣
す
る
こ
と
ご

　

一
方
明
に
對
す
る
琉
球
の
開
係
は
慶
長
十
四
年
九
月
十
二
日
「
支
那
交
通
の
こ
と
は
先
規
の
如
く
取
計
ふ
べ
し
」
と
島
津
氏
は
命

じ
て
居
る
。
も
と
よ
り
島
津
氏
の
琉
球
征
服
が
對
明
貿
易
の
利
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
以
上
営
然
の
こ
と
で
、
１
　
六
年
倚
寧
に

輿
へ
ら
れ
た
十
五
ヶ
條
の
掟
の
第
一
條
に
「
薩
摩
御
下
知
之
外
唐
へ
誂
物
可
被
停
止
之
事
」
第
十
三
條
に
「
従
琉
球
他
國
へ
商
船
一

切
被
遺
間
敷
事
」
と
琉
球
の
對
外
貿
易
を
全
く
島
津
氏
の
統
制
の
下
に
か
い
た
の
で
あ
る
。
つ
い
で
慶
長
十
八
年
六
月
に
は
更
に

　

一
、
琉
球
よ
り
波
唐
之
船
春
者
二
月
下
旬
秋
者
九
月
中
旬
に
可
致
出
帆
候
及
帰
帆
之
事
者
可
篤
五
月
下
旬
候
右
之
時
節
相
違
に
於

　
　
　

て
は
可
致
同
所
候
篤
其
奉
行
可
被
差
遣
之
事

　

一
、
到
其
島
自
何
土
如
何
様
之
川
所
雖
被
巾
遺
候
爰
元
役
人
墨
付
無
之
義
者
一
切
許
容
有
間
敷
之
事
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一
、
従
他
領
其
島
へ
渡
海
之
船
雖
有
之
爰
元
御
判
形
無
之
船
は
如
前
々
御
法
度
被
読
付
間
敷
釦

と
命
令
し
て
ゐ
る
。

　

此
の
如
く
島
津
氏
は
琉
球
の
對
外
貿
易
を
全
く
そ
の
統
制
の
下
に
お
き
な
が
ら
、
琉
球
が
薩
摩
の
支
配
下
に
あ
る
事
を
明
朝
に
對

し
て
極
力
隠
蔽
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
篤
琉
球
の
日
本
化
を
避
け
ん
と
し
て
種
々
の
法
令
を
出
し
て
ゐ
る
こ
と
は
琉
球
の
史
料
に
延

々
見
ゆ
る
所
で
あ
る
。
ま
た
冠
船
即
ち
冊
財
使
の
乗
船
渡
来
の
際
は
前
以
て
『
墓
所
え
卒
都
婆
相
立
た
う
人
見
候
而
者
可
差
障
候
間

可
致
拠
用
』
一
」
と
い
ふ
が
如
き
微
細
な
勘
ま
で
規
定
し
た
規
則
を
屡
々
出
し
て
日
本
と
の
開
係
を
隠
さ
う
と
し
た
・
い
ふ
ま
で
も
な

く
日
本
と
の
緊
密
な
開
係
が
明
に
知
ら
れ
て
。
明
琉
開
係
の
断
紹
せ
ん
こ
と
を
恐
れ
た
の
で
あ
る
。

①②④④④

秋
山
謙
蔵
「
大
名
島
津
氏
の
成
立
と
外
國
貿
易
」
歴
史
學
研
究
三
の
六
、
沖
繩
一
千
年
史

小
葉
田
淳

　

紳
戸
市
史
第
二
輯
「
中
世
の
兵
庫
と
外
國
開
係
」

沖
繩
一
千
年
史

小
葉
田
淳

　

「
中
世
の
兵
庫
と
外
國
開
係
」

前
者
は
『
島
津
國
史
』
後
者
は
『
南
聘
紀
考
』
に
あ
り
。
こ
の
顛
末
は
池
内
博
士
「
文
縁
戦
役
開
始
以
前
に
お
け
る
秀
吉
の
對
外
的
態
度
を

論
じ
て
此
職
役
の
疲
端
に
及
ぶ
」
史
學
雑
誌
二
四
の
七
λ
・
十
及
び
沖
繩
一
千
年
史
等
に
詳
誕
し
て
あ
る
。

④

　

秋
山
謙
蔵
「
琉
球
征
討
以
後
に
於
け
る
島
津
氏
の
植
民
政
策
」
史
學
八
の
三

①

　

沖
繩
一
千
年
史

⑧

　

幣
原
坦
博
士
の
南
島
指
革
史
論
に
詳
し
い
’
。

⑨

　

秋
山
謙
蔵
「
琉
球
征
討
以
後
に
於
け
る
島
津
氏
の
植
民
政
策
」

⑩

　

冠
船
日
記

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
将
来
補
足
す
る
心
算
で
あ
る
。
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五

　

以
上
述
べ
た
所
を
概
言
し
て
結
論
と
す
る
。
洪
武
五
年
鮮
度
が
太
岨
の
招
聘
に
庶
じ
て
入
貢
し
、
そ
の
國
王
は
明
の
冊
封
を
受
く

る
こ
と
χ
な
り
、
明
の
朝
貢
國
た
る
開
係
が
定
ま
っ
た
。
何
故
に
琉
球
は
明
の
朝
貢
國
と
な
っ
た
か
。
そ
の
主
要
な
理
由
は
貿
易
に

よ
る
経
済
的
利
盆
の
獲
得
に
在
っ
た
（
い
ふ
ま
で
も
た
く
朝
貢
國
で
な
け
れ
ば
貿
易
は
許
さ
れ
た
か
っ
た
）
。
地
域
浹
小
に
し
て
地
味

疫
せ
天
然
資
源
に
乏
し
い
琉
球
は
國
用
の
充
足
を
沁
外
に
求
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
洪
武
五
年
以
前
よ
り
琉
球
が
南
海
方
面
に
疲

展
し
貿
易
の
利
潤
を
得
て
以
て
存
立
し
て
ゐ
た
こ
と
は
諸
家
の
認
む
る
所
で
あ
る
。
洪
武
二
十
三
年
進
貢
の
方
物
の
中
に
多
量
の
胡

根
、
蘇
木
、
１
　
香
が
あ
る
の
は
南
海
と
の
通
交
を
示
す
も
の
で
、
洪
煕
以
後
退
４
　
、
三
佛
斉
、
爪
畦
、
満
刑
加
、
蘇
門
答
刑
諸
國
と
の
交
易

が
頗
る
盛
で
あ
っ
た
こ
と
は
『
南
海
古
陶
甕
』
所
収
の
歴
代
賓
案
に
よ
’
つ
て
明
ら
か
に
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
支
那
と
の
交
易
も
洪
武
以

前
よ
り
あ
っ
た
で
あ
ら
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
洪
武
五
年
以
来
琉
球
は
明
と
公
然
貿
易
し
得
る
こ
と
ご

る
。
永
聚
二
年
五
月
首
部
伺
書
李
至
剛
が
禁
令
に
背
い
て
磁
器
を
資
買
せ
し
山
南
王
の
使
臣
を
罰
す
べ
き
を
奏
請
し
た
時
「
遠
方
之

人
知
求
利
而
已
、
安
知
禁
令
」
と
篤
し
て
罰
し
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
。
こ
れ
は
使
臣
中
の
或
者
が
正
営
な
手
段
に
よ
ら
す
し
て
利

を
得
ん
と
し
た
の
で
、
或
ひ
は
個
人
的
な
漁
利
を
示
す
に
過
ぎ
ぬ
と
し
て
も
、
然
か
も
か
ｘ
る
事
賓
が
あ
っ
た
こ
と
は
許
さ
れ
た
方

法
に
よ
る
漁
利
が
最
大
限
度
に
篤
さ
れ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
こ
と
を
想
像
せ
し
め
る
。
成
化
十
一
年
倚
圓
に
挺
へ
し
救
に
「
除
國
王
正

貢
外
、
不
得
私
附
貨
物
等
、
途
次
桟
累
」
と
あ
る
の
も
使
臣
等
が
私
に
貨
物
を
携
行
し
て
利
を
貪
ら
ん
と
し
た
こ
と
を
物
語
る
。
成

化
十
四
年
四
月
の
破
部
の
上
奏
に
「
琉
球
國
已
准
二
年
二
貝
、
今
其
王
伺
圓
既
故
、
而
其
世
子
包
具
乃
奏
欲
一
一
年
一
貢
、
輯
引
先
朝
之

事
、
妄
以
控
制
諸
夷
篤
言
、
原
其
賓
情
、
不
過
欲
闇
市
易
而
已
」
と
あ
る
。
明
朝
に
於
て
も
琉
球
進
貢
の
目
的
の
那
逡
に
あ
る
か
を
十
分

察
知
し
て
ゐ
た
。
降
っ
て
萬
暦
四
十
三
年
刑
科
給
事
中
姜
性
は
「
琉
球
紬
命
中
國
、
無
歳
不
来
、
茲
欽
限
十
年
一
貢
、
貢
以
十
年
、
則
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衣
物
無
資
、
是
駆
之
倭
也
」
と
喝
破
し
て
ゐ
る
。
明
朝
に
於
て
は
一
年
二
貝
、
二
年
二
貝
或
は
五
年
】
貢
と
進
貢
の
回
数
を
制
限
し

　
　

て
以
て
煩
を
避
け
ん
と
し
た
に
拘
ら
す
、
琉
球
に
於
て
は
そ
の
度
に
執
拗
に
進
貢
川
数
の
堵
加
を
要
請
し
た
こ
と
も
そ
の
目
的
の
貿

　
　

易
利
潤
の
獲
得
に
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
諒
解
さ
れ
る
。

　
　
　

琉
球
り
日
本
に
對
す
る
開
係
は
秀
吉
が
来
聘
を
命
じ
倚
寧
が
遣
使
入
貢
す
る
以
前
は
従
属
的
な
色
彩
を
帯
び
た
開
係
が
一
時
あ
っ

　
　

た
と
は
い
へ
明
瞭
な
政
治
的
な
個
係
は
な
か
っ
た
と
思
は
れ
る
。
慶
長
の
琉
球
征
伐
以
来
島
津
氏
の
支
配
を
受
く
る
に
至
っ
た
。
然

　
　

か
も
一
方
明
と
の
開
係
は
従
前
の
如
く
維
持
し
、
こ
ｘ
に
所
属
の
形
態
を
と
る
に
至
っ
た
。
然
か
も
此
所
屡
の
開
係
は
一
時
的
の
も

　
　

の
、
或
は
一
時
屈
し
て
他
日
の
雄
飛
に
備
へ
る
と
い
ふ
が
如
き
も
の
で
な
く
、
頗
る
退
嬰
的
な
鴛
態
の
下
に
明
治
初
期
ま
で
楡
績
さ
・

　
　

れ
た
。

　
　
　

島
津
氏
の
琉
球
に
對
す
る
態
度
は
正
に
鵜
飼
の
鵜
匠
の
如
く
、
琉
球
を
し
て
對
明
貿
易
を
篤
さ
し
め
そ
の
得
た
利
潤
を
搾
取
し
て

　
　

ゐ
た
。
そ
の
篤
に
は
完
全
に
征
服
し
て
領
土
と
し
な
が
ら
殊
更
琉
球
を
し
て
明
の
朝
貢
國
た
る
の
開
係
を
維
持
せ
し
め
、
極
め
て
周

　
　

到
た
る
注
意
を
以
て
自
己
と
琉
球
と
の
開
係
を
隠
蔽
せ
ん
と
努
め
た
の
で
あ
る
。
明
の
琉
球
に
對
す
る
態
度
に
至
っ
て
は
他
の
朝
貢

　
　

國
に
對
す
る
と
便
り
な
く
、
恩
恵
的
な
態
度
を
以
て
そ
の
威
を
誇
っ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
然
か
も
明
末
に
至
っ
て
は
日
本
の
脅
威

　
　

を
感
じ
た
こ
と
甚
し
く
、
琉
球
の
背
後
に
日
本
あ
る
を
恐
れ
て
貢
期
を
延
長
し
た
有
様
で
、
も
と
よ
り
日
本
の
通
交
要
求
に
は
庶
じ

　
　

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

以
上
極
め
て
蕪
雑
な
が
ら
明
と
琉
球
と
の
開
係
を
概
述
し
て
み
た
。
も
と
よ
り
清
と
琉
球
と
の
開
係
も
必
然
的
に
結
付
け
て
考
へ

　
　

ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
他
日
に
譲
る
。
日
本
と
の
開
係
は
殊
に
粗
雑
で
あ
る
が
将
来
補
正
す
る
心
算
で
、
諸
賢
の
御
叱
正
を
請

心

　

ふ
次
第
で
あ
る
。
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